
[特集]自然災害にどう向き合うか②

顧
客
の
事
業
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
に
危
機
感
を
覚
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た

」
と
語
る
。

2
0
0
3
年
に
内
閣
府
が
公
表
し

た

「束
海
地
震
に
係
る
被
害
想
定
結

果
」
を
受
け
て
、
同
社
は
那
覇
市
に

沖
縄
営
業
所
を
開
設
し
た
。
自
然
災

害
が
発
生
し
た
際
の
初
期
リ
ス
ク
対

応
と
し
て
、
最
も
重
要
な

「設
計
・

制
御
デ
ー
タ

」
を
保
管
す
る
た
め
で

あ
る
。
さ
ら
に
翌
04
年
に
は
、
同
営

業
所
で
本
社
業
務
の
一
部
を
代
替
で

き
る
よ
う
に
し
た
。

沖
縄
を
選
ん
だ
理
由
は
、
同
県
の

漁
業
協
同
組
合
に
、
全
自
動
モ
ズ
ク

処
理
施
設
な
ど
の
販
売
実
績
が
あ
り
、

保
守
・

保
全
作
業
等
が
必
要
な
た
め

だ
っ
た
。
万
一
、
震
災
で
交
通
機
関

が
ま
ひ
す
れ
ば
、
静
岡
か
ら
沖
一縄
へ

の
出
張
が
困
難
に
な
る
。
そ
こ
で
、

沖
縄
営
業
所
に
C
A
D
な
ど
の
機
材

を
整
備
し
て
、
一
部
の
業
務
が
遂
行

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

沖
縄
県
の
2
社
と
契
約
を
結
ん
だ
こ

と
で
、
災
害
時
は
、
両
社
が
沖
縄
営

業
所
に
保
管
す
る
デ
ー
タ
を
取
り
出

し
、
漁
協
で
機
械
設
備
の
復
旧
作
業

や
保
守
・

保
全
を
行
う
こ
と
も
可
能

に
な
っ
た
。

た
だ
し
、
沖
縄
県
は
、
西
光
エ
ン

平
連
携
型
B
C
P

を
策
定
で
き
な
い

か
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
。

折
し
も
06
年
に

は
、
同
社
は
新
事

業
開
発
に
よ
る
第

二
創
業
を
企
図
。

「も
の
づ
く
り
補

助
金
」
を
利
用
し

て
、
「A
・

D
（熱

(写真上)西光エンジニ
アリング開発の量産型
乾燥機。(写真中)世界
で初めて実用化したマ
イク口波減圧乾燥機。

(写真右)同機で乾燥さ
せたドライフルーツ

l1ヨ BCP を策定してぃる企業を対象と した事
前予約型の保証制度。 事前に予約してお
けば、 大規模な地震など激甚災害発生の
際に、 事業の再建に必要な資金を迅速に
手当てすることが可能。(出所:静岡県信
用保証協会)
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ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
に
と
っ
て
最
適
な
地

域
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
本
州
と
比

較
し
て
、
輸
送
費
や
配
送
日
数
が
増

え
、
資
材
の
価
格
が
割
高
に
な
っ
た

り
、
入
手
で
き
な
い
パ
ー
ツ
が
多
い

な
ど
の
課
題
が
あ
る
か
ら
だ
。

中
小
企
業
に
適
す
る

水
平
連
携
型
B
C
P

2
0
0
6
年
に
、
静
岡
県
が
事
業

継
続
計
画
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
を
発
表
し

た
。
し
か
し
、
製
造
業
向
け
の
モ
デ

ル
プ
ラ
ン
は
、
大
手
の
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
を
対
象
に
、
仕
入
先
や
外
注

先
の
代
替
を
意
識
し
た
も
の
で
、
垂

直
統
合
型
B
C
P
で
あ
っ
た
。
西
光

ェ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
平
時
か

ら
連
携
関
係
の
あ
る
速
隔
地
の
中
小

企
業
が
、
有
事
で
も
助
け
合
え
る
水

風
や
冷
風
乾
燥
）
に
マ
イ
ク
ロ
波
加

熱
を
併
用
す
る
乾
燥
方
法
」
と

「マ

イ
ク
ロ
波
減
圧
乾
燥
方
法
」
を
開
発

し
た
。
さ
ら
に
大
型
化
に
成
功
し
、

「魚
介
類
の
煮
汁
の
乾
燥
装
置
」
「自

動
車
用

:

触
媒
の
乾
燥
・

焼
成
装
置

」

な
ど
多
方
面
に
販
路
を
拡
大
す
る
。

こ
れ
ら
の
装
置
は
特
許
を
取
得
し
、

制
御
回
路
の
一
部
は
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ

ク
ス
化
さ
れ
、
同
社
以
外
で
は
復
旧

や
保
守
・

保
全
が
で
き
な
い
。
災
害

時
で
も
顧
客
に
迷
惑
を
か
け
な
い
た

め
に
、
B
C
P
の
策
定
が
迫
ら
れ
た
。

11
年
に
東
日
本
大
震
災
を
目
の
当

た
り
に
し
、
よ
り
確
実
な
リ
ス
ク
対

応
措
置
が
早
急
に
必
要
と
考
え
、
水

平
型
B
C
P
の
策
定
準
備
を
始
め
る
。

12
年
に
は
、

「静
岡
県
第
1
次
地

震
被
害
想
定
」
が
発
表
さ
れ
、
地
震

や
津
波
で
甚
大
な
被
害
の
可
能
性
が

指
摘
さ
れ
た
。
同
社
も
、
大
手
の
主

要
な
取
引
先
か
ら
、
被
災
後
の
対
応

と
し
て
、
機
械
の
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ

ス
や
発
注
し
た
装
置
の
納
品
手
段
を

強
く
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
13
年
11
月
よ
り
専
門
家
の

協
力
を
得
て
B
C
P
の
策
定
を
開
始

し
、
同
年
12
月
に
独
自
の
B
C
P
を

完
成
さ
せ
た
。

「被
災
に
よ
る
B
C
P
発
動
時
に
、

計
画
に
沿
つ
て
事
業
を
継
続
す
る
た

め
に
は
、
訓
練
を
実
施
し
、
常
に
細

部
の
見
直
し
や
修
正
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
B
C
P
を
維
持
す
る
に

は
、
人
と
資
金
の
負
担
も
伴
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
静
岡
県
信
用
保
証
協
会
の

審
査
を
受
け

『
災
害
時
発
動
型
予
約

（
注

）

保
証

（
B
C
P
特
別
保
証
）
』

を
毎

西光エンジニアリング㈱/㈱エフ・イー

ファブレス企業が取り組む
東海地震に備えた連携体制

岡村邦康代表取締役

せ い こ う

西光エンジニアリング㈱(静岡県藤枝市、岡村邦康代表取締役)は、乾

燥設備やtき煎設備などの専用機の開発 ・設計・製作を手掛けている。本

社がある藤枝市は、東海地震の想定震源域とされ、万一、巨大地震が発

生すれば、 全国で稼働する同社の製品の保守・保全等ができなくなる。

その対策の一つとして、遠隔地 ・北海道にある㈱エフ ・ イー (旭川市、

佐々木通彦代表取締役) とBCP (事業継続計画) 連携を始めた。

西
光
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
は
、

独
自
の
技
術
に
よ
る
焙
前

機
や
乾
燥

機
を
設
計
・

製
造
し
、
全
国
に
販
売

し
て
い
る
。
社
員
は
企
画
・

設
計
・

開
発
を
担
当
す
る
少
数
精
鋭
で
構
成

し
、
工
場
は
研
究
開
発
用
の
み
で
、

生
産
工
場
を
持
た
な
い
フ
ァ
ブ
レ
ス

経
営
を
行
つ
て
き
た
。

本
社
が
あ
る
藤
枝
市
は
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
の
一
つ
、
束
海
地
震
の
想

定
震
源
域
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
規

模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8
ク
ラ
ス
と

す
る

が

い
わ
れ
、
駿
河
湾
地
域
で
は
地
殻
の

ひ
ず
み
の
蓄
積
が
確
認
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
気
象
庁
で
は

「東
海
地

震
は
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な

い
」
と
警
鐘
を
鳴
一ら
す
。
大
震
災
に

よ
っ
て
、
産
業
活
動
の
停
止
の
ほ
か
、

藤
枝
市
を
横
切
る
東
海
道
新
幹
線
や

幹
線
道
路
等
の
交
通
に
も
甚
大
な
被

害
が
予
想
さ
れ
る
。

同
社
の
岡
村
邦
康
社
長
は
、
B
C

P
の
必
要
性
に
つ
い
て

「当
社
で
は
、

大
手
飲
料
メ
ー
カ
ー
等
の
工
場
で
使

用
さ
れ
る
専
用
機
を
製
造
す
る
こ
と

が
増
え
ま
し
た
。
も
し
、
災
害
時
に

自
力
で
事
業
継
続
が
で
き
な
け
れ
ば
、

㈱エフ ・ イー

a 北海道旭川市工業団地3条2-2-27
a 0166-36-4501 FAX 0166-36-4502
http://www.fesystem.co.jp/
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業
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沖
縄
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営
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設
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年
確
保
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た

」

（岡
村
社
長
）

ま
た
、
企
業
の
B
C
P
連
携
は
、

平
時
に
お
い
て
も
相
互
の
経
営
改
善

に
役
立
つ
内
容
で
な
い
限
り
、
必
要

な
と
き
に
役
に
立
た
な
く
な
る
恐
れ

が
あ
る
。
同
社
で
は
、
平
時
か
ら
パ

ー
ト
ナ
ー
と
の
関
係
を
深
め
、
相
互

の
収
益
拡
大
に
も
役
立
一一'一一一'稼
ぐ
B

C
p
・

．
-

．

を
目
標
に
、
遠
隔
地
の
中
小

企
業
と
の
連
携
を
模
索
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

本
社
機
能
は
沖
縄
営
業
所
で
も
可

能
だ
が
、
先
述
の
と
お
り
課
題
が
残

る
。
さ
ら
に
、
同
社
の
製
品
は
全
国

で
稼
働
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
沖
縄

を
拠
点
に
束
日
本
や
北
海
道
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
の
は
厳
し
い
と
の
懸
念
も

あ
っ
た
。

北
海
道
の
中
小
企
業
と

B
C
P
相
互
応
援
協
定

そ
ん
な
折
、
静
岡
空
港
の
開
港

（2
0
0
9
年
）
に
際
し
、
静
岡
空

港
の
就
航
先
と
の
経
済
連
携
を
対
象

に
、
静
岡
県
が
補
助
金
を
交
付
し
た
。

西
光
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は
、
こ
れ

を
利
用
し
、
札
幌
で
開
催
さ
れ
る
展

示
会

「北
洋
銀
行
も
の
づ
く
り
テ
ク

ノ
フ
ェ
ア

（現
・

北
洋
銀
行
も
の
づ

く
り
サ
ス
テ
ナ
フ
ェ
ア
）
」
に
出
展
。

そ
の
交
流
会
で
、
旭
川
市
の
㈱
エ
フ

イ
ー

の
佐
々
木
通
彦
社
長
と
出
会

っ
た
。
同
社
は
根
菜
類
の
洗
浄
機
・

選
別
機
を
製
造
・

販
売
し
て
い
る
。

佐
々
木
氏
は

「西
光
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
さ
ん
の
乾
燥
機
を
一
目
見
て

非
常
に
優
秀
な
機
械
だ
と
感
じ
て
、

岡
村
社
長
に
声
を
か
け
ま
し
た
。
お

互
い
技
術
屋
で
す
か
ら
、
話
が
盛
り

上
が
り
ま
し
た

」
と
振
り
返
る
。

佐
々
木
氏
は
、
西
光
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
の
乾
燥
機
に
惚
れ
込
み
、
販

売
代
理
店
契
約
を
結
び
た
い
と
申
し

入
れ
た
。
一
方
、
岡
村
氏
は
水
平
型

B
C
P
の
連
携
も
併
せ
て
持
ち
掛
け

た
が
、
当
時
、
比
較
的
災
害
が
少
な

い
と
い
わ
れ
た
北
海
道
で
は
、
B
C

P
は
あ
ま
り
話
題
に
な
っ
て
い
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
岡
村
氏
は
、
B
C
P

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
ェ
フ
・

イ
ー

は
、
平
時
の

「業
務
提
携
契
約

」、

有
事
の

「被
災
時
に
お
け
る
B
C
P

相
互
応
援
協
定
」
を
結
ん
だ
。

「業
務
提
携
契
約
」
で
は
、
互
い

に
協
力
の
上
、
本
業
務
を
持
続
的
に

推
進
し
て
、
地
域
に
貢
献
す
る
と
と

も
に
、
両
社
の
事
業
発
展
を
図
る
目

的
を
明
記
し
た
。
具
体
的
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
が
生
産
・

販
売
し
て
い
る
装

置
を
販
売
代
理
店
と
し
て
販
売
に
協

力
す
る
と
い
う
も
の
。
両
社
は
、
食

材
の
乾
燥
機
と
、
乾
燥
さ
せ
る
根
菜

類
の
洗
浄
機
を
生
産
し
て
お
り
、
販

売
先
も
共
通
す
る
。

「B
C
P
相
互
応
援
協
定

」
は
、

い
ず
れ
か
が
被
災
し
て
生
産
拠
点
を

確
保
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
、
一
方

の
企
業
が
生
産
設
備
や
技
術
を
提
供

し
て
、
早
期
復
旧
と
事
業
継
続
を
協

力
す
る
。

西
光
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
が
被
災

し
た
場
合
は
、
東
日
本
か
ら
北
海
道

の
客
先
で
稼
働
す
る
装
置
の
復
旧
や

保
守
・

保
全
、
受
注
機
の
代
替
生
産

に
お
い
て
ェ
フ
・

イ
ー
が
支
援
す
る
。

そ
し
て
、
エ
フ
・

イ
I
が
被
災
し
た

場
合
は
、
西
光
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

が
全
国
で
稼
働
す
る
ェ
フ
・

イ
ー
製

装
置
の
復
旧
や
保
守
・

保
全
を
行
う
。

岡
村
氏
は

「ェ
フ
・

イ
ー

の
佐
々

木
社
長
は
、
旭
川
機
械
金
属
工
業
振

興
会
の
会
長
を
務
め
ら
れ
て
お
ら
れ
、

振
興
会
に
は
、
当
社
が
機
械
を
作
る

た
め
に
必
要
な
各
種
の
加
工
会
社
が

所
属
し
て
い
ま
し
た
。'
そ
れ
も
あ
っ

て
パ
ー
ト
ナ
ー

を
ェ
フ
・

イ
ー
さ
ん

に
決
め
て
、
私
ど
も
本
社
の
一
時
的

な
移
転
や
代
替
生
産
を
ェ
フ
・

イ
I

さ
ん
を
中
心
に
旭
川
地
区
で
行
う
契
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は
火
災
や
感
染
症
な
ど

の
リ
ス
ク
を
低
減
で
き
、

企
業
が
生
き
残
る
た
め

の
有
効
な
手
段
で
あ
る

こ
と
、
か
つ

，稼
ぐ
B

C
P

．
-

，一一，
の
メ
リ
ッ
ト
を

説
明
し
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
北
海
道
経

済
産
業
局
の
支
援
も
あ

り
、
13
年
12
月
、
西
光

（写
真
上
）
2
0
l
3
年
、
両
社
に
よ
る
調
印
式
。

（
写
真
中
）
札
幌
の
展
示
会
に
共
同
出
展
。
（
写
真

下
）
エ
フ
・

イ
ー
で
行
わ
れ
た
B
C
P
訓
練

[特集]自然災害にどう向き合うか②

約
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た

」
と
話
す
。

佐
々
木
氏
は

「束
日
本
大
震
災
で

は
、
機
械
金
属
工
業
振
興
会
が
遊
休

機
械

（
大
型
ト
ラ
ッ
ク
2
台
分
）
を

被
災
地
に
贈
呈
し
、
震
災
か
ら
1
年

後
に
被
災
地
を
訪
問
し
ま
し
た
。
実

際
に
自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
見
て
、

B
C
P
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
り
、

私
自
身
も
小
規
模
な
機
械
メ
ー
カ
ー

と
し
て
、
何
か
あ
っ
た
と
き
に
お
客

様
に
迷
惑
は
か
け
ら
れ
な
い
と
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
東
海
地
震

へ
の
対
策
を
さ
れ
て
い
る
岡
村
社
長

と
話
を
す
る
と
、
学
ぶ
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
」
と
言
う
。

提
携
後
は
、
社
員
の
交
流
を
含
め

信
頼
関
係
づ
く
り
に
努
め
て
き
た
。

毎
年
開
催
さ
れ
る
北
洋
銀
行
の
展
示

会
に
は
両
社
が
出
展
し
、
会
場
で
打

ち
合
わ
せ
や
B
C
P
の
手
直
し
、
営

業
関
連
の
情
報
交
換
を
2
日
間
か
け

て
行
つ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
オ

ン
ラ
イ
ン
で
会
議
を
開
催
し
た
。

西
光
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
社
員

が
北
海
道
に
出
張
す
る
際
は
、
エ
フ

イ
ー
を
訪
問
し
工
場
を
視
察
し
て

い
る
。
一
方
、
西
光
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
で
試
運
転
が
行
わ
れ
る
と
き
に

は
、
ェ
フ
・

イ
I
の
担
当
者
が
静
岡

に
見
学
に
来
る
こ
と
も
あ
る
。

最
近
は
、
ェ
フ
・

イ
ー

の
洗
浄
機

の
部
品
の
製
作
や
、
束
海
地
区
で
の

据
え
付
け
作
業
に
協
力
し
て
い
る
。

い

ぶ
り

=
年
の
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
で
、

道
内
が
停
電
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー

ス

が
入
り
、
西
光
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

で
は
、
大
型
の
発
電
機
を
旭
川
へ
運

ぶ
段
取
り
を
組
ん
で
い
た
。
幸
い
発

電
機
は
不
要
だ
っ
た
が
、
ェ
フ
・

イ

I
か
ら
の
要
請
を
待
た
ず
に
、
万
一

を
想
定
し
て
対
応
し
て
い
た
の
だ
。

B
C
P
策
定
・
連
携
を

進
め
る
際
の
留
意
点

西
光
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
B
C

P
の
特
色
は
、
B
C
P
と
防
災
計
画

の
す
み
分
け
を
意
識
的
に
行
つ
て
き

た
こ
と
に
あ
る
。

さ
ら
に
2
0
1
9
年
に
経
済
産
業

省
の
事
業
継
続
力
強
化
計
画
の
認
定

を
受
け
て
か
ら
は
、
「社
員
の
安
全

確
保
と
安
否
確
認
」
な
ど
、
災
書
が

発
生
し
た
直
後
の
動
き
は
、
地
域
の

防
災
と
事
業
継
続
力
強
化
計
画
制
度

で
実
行
で
き
る
こ
と
か
ら
、
明
確
に

線
引
き
を
し
た
。
そ
の
た
め
、
同
社

の
B
C
P
は

「早
期
の
業
務
再
開
」

と

「事
業
機
会
逸
失
と
顧
客
離
れ
の

回
避
」
に
特
化
し
て
い
る
。

B
C
P
相
互
応
援
協
定
は
、
ェ
フ

・

イ
ー
に
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
も

た
ら
し
た
。

「取
引
先
か
ら
、

万
一
災
害
が
あ

っ
た
ら
と
い
う
話
が
出
た
と
き
に
は
、

『
静
岡
の
会
社
と
B
C
P
連
携
を
し

て
お
り
、
そ
の
会
社
で
機
械
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
』

と
言
う
と
、
安
心
し
て
も
ら
え

ま
す
。
社
員
も
メ
ー
カ
-
と
し
て
の

責
任
を
強
く
感
じ
て
く
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
岡
村
社
長
と
は
年
に

数
回
し
か
お
会
い
し
ま
せ
ん
が
、
仕

し
ん

し

事
に
対
す
る
真
摯
な
姿
勢
を
感
じ
ま

す
。
遠
隔
地
の
会
社
と
B
C
P
契
約

を
結
ん
で
も
、
や
は
り
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
が
最
も
大
事
だ
と
思
い
ま

す
」
（佐
々
木
社
長
）

こ
の
よ
う
に
B
C
P
へ
の
取
り
組

み
を
進
め
て
き
た
岡
村
社
長
は
、

B
C
P
に
関
す
る
講
演
を
依
頼
さ
れ

る
こ
と
も
多
い
。
そ
の
際
は
、
次
の

4
点
を
強
調
す
る
と
い
う
。

い
つ
発
生
し
て
も
不
思
議
で
は
な

い
と
い
わ
れ
る
東
海
・

東
南
海
・

南
海
地
震
は
、
東
日
本
大
震
災
を

上
回
る
規
模
に
な
る
恐
れ
が
あ
る

。

当
社
は
被
災
後
の
復
旧
作
業
と
事

業
継
続
作
業
を
並
行
し
て
進
行
す

る
計
画
を
策
定
し
た
こ
と
で
、
取

引
先
や
社
員
か
ら
地
震
に
対
す
る

不
安
が
減
つ
た
と
喜
ば
れ
、
社
員

の
モ
チ
ぺ
ー

シ
ョ
ン
も
向
上
し
た

。

・
B
C
P
は
策
定
よ
り
も
、
毎
年
の

見
直
し
作
業
が
よ
り
重
要
。
簡
単

な
内
容
で
ス
タ
ー

ト
し
て
も
、
見

直
し
作
業
を
繰
り
返
す
こ
と
で
自

社
に
必
要
な
B
C
P
に
ブ
ラ
ッ

シ

ュ
ア
ッ
プ
で
き
る

。

B
C
P
の
策
定
に
よ
っ
て
、
顧
客

や
銀
行
の
信
用
力
が
向
上
す
る

。

特
に
主
要
顧
客
か
ら
は

「安
心
し

て
付
き
合
え
る

」
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
B
C
P
は
営
業
活
動

に
大
き
く
寄
与
し
た

。

長
期
代
替
場
所
や
連
携
先
は
、
自

社
か
ら
違
一
隔
地
が
望
ま
し
い

。

岡
村
社
長
は
、
「B
C
P
連
携
で
は
、

技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
管
理
は
、
実
は

悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
当
社
は
機

械
の
見
学
や
細
部
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
開

示
す
る
な
ど
、
技
術
を
隠
す
こ
と
よ

り
も
、
他
社
が
真
似
で
き
な
い
先
進

的
な
技
術
を
一
っ
で
も
多
く
開
発
す

る
S一一一一力
を
し
て
き
ま
し
た

。
連
携
先

と
は
機
密
保
持
契
約
を
結
ん
で
い
ま

す
が
、
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ひ
た
隠

し
に
し
て
い
て
は
、
B
C
P
連
携
は

成
立
し
ま
せ
ん
」
と
語
る
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

加
藤
年
男
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